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開会 午前 ９時５８分 

 

○書記（石原大助君） 改めまして、おはようございます。 

  ご参集、大変お疲れさまです。 

  ただいまから厚生環境常任委員会を開会いたします。 

  本日の委員会は、初めに委員長よりご挨拶をいただき、委員長の進行により進めてまいり

ますので、お願いいたします。 

  それでは、小澤委員長、お願いいたします。 

○委員長（小澤重則君） 改めまして、おはようございます。ご苦労さまです。 

  きのうは、竜王地区の市民と議会の対話集会もありまして、また、きょういろいろあるわ

けでございまして、また、ちまたでは韮崎出身の大村先生がノーベル賞受賞、また梶田先生

もノーベル賞受賞、またラグビーも勝ったりとおめでたい話が続いておりますが、また本日

も慎重審議をお願いして挨拶とかえます。よろしくお願いします。 

  ただいまの出席委員は７名です。定足数に達しておりますので、これより厚生環境常任委

員会を開会します。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

○委員長（小澤重則君） 本日の委員会は、平成28年度当初予算への要望について本委員会

で取りまとめ、決算審査特別委員会に提出するための協議を行います。 

  それでは、これより内容に入ります。 

  平成28年度当初予算への要望について、さきの決算審査委特別委員会において、各常任

委員会で取りまとめ、提出することになっております。 

  各委員より要望書を提出していただいておりますので、要望書の趣旨を順次説明していた

だき、内容を協議の上、昨年度と同様に全会一致の事案について、決算審査特別委員会に提

言していきたいと思いますが、いかがでしょうか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（小澤重則君） では、そのようにいたします。 

  初めに、松井委員の介護保険の負担軽減とサービス水準の維持について、説明を受けたい
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と思います。 

  松井委員。 

○委員（松井 豊君） まさに書いてあるとおりなんですが、介護保険計画が改定のたびに負

担増、サービス見直しが続いていまして、当初から見ると大分厳しい状態になってきている

ということです。業者の中にも店じまいのところも出てきているような状況もあります。安

心の老後ということで、これ以上の改悪はさせてはならぬ、保険料の軽減についてもやっぱ

り水準の維持のために努力させてもらうと。この３つをどう扱うかについて、一応、問題点

が３つあるということで書いてみました。 

  本来は老人福祉が目的の消費税も活用した国の負担増を求める。これは一番大きい要素で

す。個々もいろんな自治体からの声で若干でも改善はされてきていますので、介護保険もや

っぱりそういうことでないと見直しされないかなと。 

  それから、一般財源からも一定の繰り入れをして、自治体の独自性を発揮してもらう。 

  それから、認定抑制がないよう、また、要支援のサービス低下のないようお願いしたい。 

  認定抑制はよその自治体でもちょっと問題になっているところもありまして、そういった

意味での理想的な公平性というような内容です。 

  以上です。 

○委員長（小澤重則君） ありがとうございました。 

  説明が終わりました。この介護保険の負担軽減とサービス水準の維持について、質疑があ

りましたらお願いします。 

  金丸委員。 

○委員（金丸幸司君） 今回、要望にもあったんですけれども、サービス水準の維持というの

は当然だと思うんですけれども、負担を軽減するというのは今後やっぱり高齢化社会の進展

に伴って、要するに高齢者がふえていく中で介護サービスもやはり年々増加していくという

ことで、やっぱり支援の体制運営を今後維持していくのも大変だということもありますし、

国も今後、消費税を社会保障に充てるという観点から、やはり負担軽減というのはちょっと

現実的ではないんじゃないかなという考えがありますので、ちょっとその辺の意見を述べて、

ちょっと厳しいんではないかというふうに思います。 

  以上です。 

○委員長（小澤重則君） ほかにございますか。 

  内藤委員。 
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○委員（内藤久歳君） これ、何点かあるんですけれども、サービス水準の維持ということか

ら、これは低下しないという意味だと思うんだよね。多分。改めて、一般財源からの投入と

かそういうものは難しいんだけれども、要望としては、現状維持ということも要望の中で訴

えてもいいかなという部分はある。私は、その維持ということに関して求めていくというこ

ともいいかなというふうに思います。 

○委員長（小澤重則君） わかりました。 

  ほかにございますか。 

  五味委員。 

○委員（五味武彦君） 私も（１）、（２）が国の負担増となると、ちょっとここの切りかえ

のほうの中でどうなのかというのもあるし、一般財源からの繰り入れとなれば、じゃ、その

一般財源をどこへどうやってやるのかとか具体策がないということなので、（３）の部分は

賛成できるということですね。同じような意見になると思います。 

○委員長（小澤重則君） あらかじめ申しますが、当厚生環境常任委員会からは平年の負担金

ほどにしてくれということで提言を受けております。その中で、全部協議した中で拾うかど

うかはまた後での協議でよろしいでしょうか。 

〔発言する者あり〕 

○委員長（小澤重則君） 石原書記。 

○書記（石原大助君） 昨年出ているのが、重度心身の窓口無料化についてということで要望

した件と、あともう一件、甲斐市版町内福祉祭りの開催についてということで２件出ていま

したけれども、本委員会で検討した結果、１件要望を出した状況でございます。 

  ほかの委員会については、出されたものは全部通ったものもありますけれども、この件に

ついては先ほど委員長たちの会議がございまして、その中で２事業程度ということで決まっ

たようでございます。お願いいたします。 

○委員長（小澤重則君） なおかつ、去年の委員会のものも残さなければならないじゃないか、

提言していないものは、残して提言していかなければならないのではないかという話も出た

んですが、今年の要望の中で委員会として２つ持ってくるという考えでございますので、そ

うすると、去年の提言は考えないでくれ、２つずつしか出せないから、今年の提言の中から

２つ出してくれという話が出ましたので、それで決めさせてもらってよろしいでしょうか。 

〔「はい」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（小澤重則君） 斉藤委員。 



－5－ 

○委員（斉藤芳夫君） 考えないということは、去年のやつはみんな没という考え方というこ

とですか。 

○委員長（小澤重則君） 没じゃなくて、ことしはちょっとそれもえらいということで、今ま

で上がった提言が実現されていないものは、また検討して来年度に提言として上げるという

ことも考えているという中で協議したいと。 

  斉藤芳夫委員。 

○委員（斉藤芳夫君） 例えば、うちの厚生の場合にはある程度そういうことが、これは厚生

の委員会の中の話で、よその委員会のことをあれこれ言うのはいかんかとは思うけれども、

あんなにいっぱい出ていたものをみんな来年、再来年に先送りする、今回は検討しないとい

う話でそれはまとまったという話ですか。 

○委員長（小澤重則君） そうです。 

○委員（内藤久歳君） 提言の意味がないですよ。 

○委員長（小澤重則君） ただ、うちの委員会は２つの提言を上げている。ほかの委員会の委

員長たちもそれでオーケーを出したということで、そういう意味で私もくい下がるというか、

うちらはうちらでやったものを１つは提言して。ただ、今回も提言が幾つもたくさん上がっ

てきていますから、それも含めて２つに絞るのも大変じゃないかと。これは、前回提言した

ものを忘れるということじゃなく、また、次に検討にしてくれという話です。 

  どうでしょうか。 

○委員（内藤久歳君） 継続性の審議というのは２つの見方があるんだよね。継続になっちゃ

うと、結局５年も10年もたっても、要するに提言としてやったことが実現することがしな

いことなんだね。だから、それは100％当局に関して言うことだから、100％はしないけれ

ども、その件に関して多少要望に対して前進したとか。やっぱり、その提言に対して検証を

して、それを次年度にまたもう一回やるのかというそういうことをやっていかないと、尻切

れとんぼじゃないけれども、今、去年のはもうこうだと、また新たに言ってその繰り返しだ

と、多分求めているものがちょっと薄まるような気がするんだよね。 

  だから、今そういった意見が出たので、とりあえず今回は委員長会議の中でそういうふう

に決まったからそれはそれでいいんだけれども、今後の要望の出し方について継続性と審議

という２本柱でいかないと、やっぱりこれは。そんなことを次からは反映してもらえればい

いかなと。今回はそういうことで進めていただいて。そう思います。 

○委員長（小澤重則君） わかりました。 
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  今、言われた意見を伝えて、継続性と審議の問題、また練り上げていくということで、そ

ういう意見が出たということで伝えて、協議するようにいたしますのでよろしくお願いしま

す。今回は、そういうことでやらせていただいてよろしいでしょうか。 

  松井委員。 

○委員（松井 豊君） 基本的にはお任せしますが、例えば、去年確かエアコンを入れました

よね。きのうの懇談会でも、２人ともまたエアコンの話が出たと。さらに月曜日も何かとり

あえず気にしないからと言って、ことしもしそれを落っことしてしまうとちょっとどうかな

というところもあって、内藤さんの言うとおりなんだけれども。 

○委員長（小澤重則君） 斉藤委員。 

○委員（斉藤芳夫君） それは、出した委員会の所管の問題で、前回出した今回27年度予算

にはそれが反映されなかった。だけれども、もう一度出してでもそれを審議してもらうとい

う考えをその委員会が持てば、これは前回流れたのが来年になるという話に先送らんという

話とは別の問題だから。それは、それぞれの委員会の提出者、あるいは取り上げた委員会全

体の問題だと俺は思う。これは二度出そうが三度出そうが、これはかまったものじゃないん

だから。 

○委員長（小澤重則君） 今回も総務委員会にエアコンの設置という意見が出されている。だ

から、今度から新規の事業も含めた中で、前回出したものももう１回取り上げてもらいたい

というものがあれば、そこで一旦済むかと。ただ、今、委員１人１つという提言があります

から、来年度どういうことで提言していくかという組み立てを協議するようにまた話してく

ださい。よろしいですか。 

〔「結構です」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（小澤重則君） それで、一応３つ上がっていますね。決をとって、その中で絞って

いきたいと思います。 

〔「この裏のほうの資料」と呼ぶ者あり〕 

○書記（石原大助君） こちらの参考資料は私が参考につくったものなので、特に出された議

員さんにも確認をせず、金額とかそういう資料の比較のためにつくったものなので、参考に

していただければと思います。 

○委員長（小澤重則君） それでは、よろしいでしょうか。 

〔「はい」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（小澤重則君） それでは、介護保険の負担軽減とサービス水準の維持についてお諮
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りいたします。 

  これについては３番だけということでございますが、３番のサービス低下がないように努

力するということで、松井委員よろしいでしょうか。 

○委員（松井 豊君） 結構です。要は１つだけ…… 

○委員長（小澤重則君） 石原書記。 

○書記（石原大助君） 先に３つやってから事業を絞ったほうがいい。先に決めちゃうとまた

後で。 

○委員長（小澤重則君） いや、この中で。サービス低下がないような努力をするということ

だけにすると。今の意見は、上の１番、２番は賛成できないと。そういうことであれば、賛

成か反対かというのを諮りたいということで。よろしいでしょうか。 

  松井委員。 

○委員（松井 豊君） 結論的には結構です。 

  ただ、去年もことしも消費税の減額程度がどのくらいかという質問をして、金額が南アル

プス市や笛吹市は10億、多少下か。僕はそこを言いたかったんですよ。多少その余裕はあ

るじゃないですかというふうに質問しました。また、比べる同じ町の数とかいろいろありま

して、それで単純には述べられないけれども。多少の余裕はないですかと、こういう意味だ

けで、ただそういうことですから結構です。 

○委員長（小澤重則君） それでは、介護保険の負担軽減とサービス水準の維持についてお諮

りいたします。 

  別紙要望書により、提出することにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（小澤重則君） 異議なしと認めます。 

  よって、介護保険の負担軽減とサービス水準の維持について、別紙要望書のとおり提出す

ることに決定いたしました。 

  なお、３つありますので、３つ可決された場合には、また再度検討いたします。 

  次に、斉藤委員より、将来のごみ処理事業に関する研究、検討費用の予算付けについて説

明をお願いいたします。 

  斉藤委員。 

○委員（斉藤芳夫君） 具体的に箇条書きにしていないんですけれども、現状のままの広域の

ごみ処理は、一般質問その他で何度も話ししているとおり、今後最低でも10年、15年は手
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つかずという状況の中で、なぜそういうような状況のままやってきたかについては、それ以

上にいろいろあることは承知の上で、やっぱり今後の残りの時間を考えた場合に、庁内にそ

ういうことを具体的に検討していく検討委員会があるとは聞いているが、現実の問題だとし

て、先進地の視察とか研究、研修という部分で予算がとれていないという話を聞いています。 

  予算がとれていないから勉強ができないというのも、行政の言い方としては私ちょっと納

得できないんだけれども、我々も議員側としても一生懸命、いわゆる大したたくさんお金の

ない中ででも、こういうことは市が抱える大きな問題の一つとしてそういうふうに勉強して

いかなきゃいけないんじゃないか、提言していかなきゃいけないんじゃないかと言っている

やさきに、行政の担当職員の中から予算がないから勉強もできないみたいな話が聞こえてく

るというのは、非常に納得しがたいと。 

  迷惑施設を市長にお任せして、お金で処分しちゃえばいいと言う考え方はどこかに過去に

一時あっただろうけれども、今後の問題としてはそういうことでは通っていかないんじゃな

いだろうか。新しい住民、その他いろいろな方が世代交代してかわってくる時期に、今まで

がこうだったから今後もこのままでいいとはちょっと考えにくいと。 

  そこへこの間も話が出ましたけれども、バイオマス産業都市構想が認定自治体になるなら

んはともかくとしても、ＣＯ２の問題、その他、森林の環境の整備その他ということになっ

てくるとこれ進めていかなければいけない、嫌でも進めていかなきゃならない事業の中に、

市長答弁の中にごみとバイオマスは別問題という話が現に出ていましたので、その辺のこと

もかみ合わせた勉強をする必要があるというふうに私は感じています。 

  燃えるものでそれなりのエネルギーをどうやって活用していくかは、非常に住民感情とか

いろいろなものもひっくるめた上で、慎重に検討していくべき方法を見つけていく。それに

は、やっぱり先進地の視察とか研修、研究というものがどうでも必要なのに、行政の中に予

算がない、予算がないから勉強会も行けないという話は納得できないので、少なからず予算

をつけてもらって、最大限の活動をできるような環境をつくってやってほしいというのが要

望です。 

○委員長（小澤重則君） 説明が終わりました。 

  この将来のごみ処理事業に関する研究、検討費用の予算づけについて質疑等ありましたら

お願いします。 

  内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） この対応については、なかなか事業に対して将来に向けての調査研究
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費はいろいろな事業だから余り盛っていないんだね、現実問題として。いろいろ考えると、

要するに９年だ、大変という問題ではなくて、そういう点に関しても、将来的な視野に立っ

て、行政自体がそういうことを考えてくれれば、この提言はいいことじゃないかなと。 

  要するに公助だけではなくて、やっぱり事業全体として見たときに、甲斐市の将来に向け

て、それはあっちもこっちもじゃいかんよね。やっぱり甲斐市の主たるこの問題点に関して、

やっぱりそういうビジョンを持って予算措置をしながら、やっぱりよりよいものを求めて調

査研究をするということは、予算づけできるかできないかは別としても、提言としてはそう

いうことはやってやるべきだということでいいと思います。私はそう思います。 

○委員長（小澤重則君） ほかにございますか。 

  松井委員。 

○委員（松井 豊君） 予算がつかないと、やっぱり何となくずるずるいっちゃうという感じ

も、予算がつけばやっぱり目標を達成しながらやるので、そのほうがいいと思います。金額

はともかく。 

○委員長（小澤重則君） ほかにございますか。 

  五味委員。 

○委員（五味武彦君） この要望はもちろん大事なテーマがあるんだけれども、とりあえずそ

の検討委員会などとこの辺を立ち上げてくれと。将来的な事業はもちろんつくるんだろうけ

れども、とりあえず来年度、再来年度の予算についてはこういうものを出してほしいという

ことですよね。であれば、もう本当にいいことだと思うんです。 

  今、裏の表を見ていても、やってみればリサイクル推進がどうのこうのとか、これはいわ

ゆる今の枠の中でどうやって減らそうかというところなんです。もっと考え方を変換して、

もっと一本化とかそういうとこら辺でするのが普通じゃないかなと思うんで、大賛成だと思

います、私は。 

○委員長（小澤重則君） ほかにございますか。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（小澤重則君） なければ質疑を終了します。 

  それでは、将来のごみ処理事業に関する研究、検討費用の予算づけについてお諮りいたし

ます。 

  別紙要望書どおり提出することにご異議ありませんか。 

〔「ちょっと待って」と呼ぶ者あり〕 
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○委員（内藤久歳君） 結局これは３つ出ているわけだ。これは異議ありと言ってもこうやっ

て決まっちゃったらもう出すものがないので、一通りやって、それで異議なしなら異議はな

いんだから、３つやって、その中でやってくださいというふうにこれからしないと。 

〔「それは問題じゃない」と呼ぶ者あり〕 

○委員（内藤久歳君） 質疑をして、その中で２つに絞り込む、中身をつくってもらうと勘違

いします。一応、だから説明を受けて質疑してその中で。 

○委員長（小澤重則君） 採決をしないで。 

○委員（内藤久歳君） しないでね。採決があると決まってくるから。 

○委員長（小澤重則君） 採決しないで３つと、聞いた３つの中で２つに絞ると。 

○委員（内藤久歳君） だから、今のを白紙撤回してもらって、今やったことは。それで説明

をして、その場で質疑をして、委員長の采配で一つ一つについて決めていってもらえれば、

そのほうがいいんじゃないですか。 

○委員長（小澤重則君） わかりました。 

○委員（内藤久歳君） 俺が最後にあるからね。 

○委員長（小澤重則君） 先ほどの松井委員の件も同じでございます。異議なしと認めていた

だきましたら、それも撤回いたします。今の斉藤委員のやつも諮りませんので、最後までい

ってから２つに絞って諮るようにいたします。申しわけございませんでした。 

  次に、内藤委員より社会福祉協議会職員人件費補助金について説明をお願いします。 

  内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） 私の場合は、社協に関して市のほうから委託事業が結構多くて、非常

に今後、また貧困問題に関する部分での事業の比較というようなことも含めて、非常に社会

福祉協議会の事業も拡大しているし、問題はそこにいる職員の固定化ということを考えると

きに、非常に不安定だというようなこと。 

  それはなぜかというと、要は臨時的にいながらほかの、ここに来る職員の皆さんはほかの

ところにチャンスを狙っている、固定化的な待遇、そういうものを持っていないので、みん

なせっかく使えるようになったときに、ほかのところへ行っているとそっちの方向性がこっ

ちに行っちゃうということで、慢性的にその事業をやっていく上で非常に大変だというふう

なこともあって、そういうことを含めて、金を出せばいいという問題じゃないとは思うけれ

ども、そういった側面的なケアもしてあげないと、当然福祉の関係とかいろいろな議論に関

しても、社協が担うところは大きい部分はあると思うんですよね。 
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  もっと言えば、今、事業の指定管理者制度ということも一つ外部委託というような格好で、

行政も進んでいる状況の中で、そういう部分も考えるとそういった組織団体が安定的に運営

していくためには、そもそもの人材を確保していく必要があるだろうと。それを考えたとき

に、現状では、聞いてみると非常に厳しい状況だというふうなことをちょっと耳にしている

ので、そういう点も踏まえて、人件費の増額をしながらそういう安定的に人材が確保できる

環境づくりをしてやれば、将来的にそういう市から委託する事業に関しても、円滑に運用が

できるんじゃないかなと。 

  要は、どこでも人材は力なりということもあるので、関与するためにはそういった人材の

確保というような重要な問題がございます。そんなことをちょっと感じましたので、ここで

提言をしていきたいなというふうに思います。 

○委員長（小澤重則君） ありがとうございました。 

  説明が終わりました。 

  この社会福祉協議会職員人件費補助金について、質疑等がありましたらお願いします。 

  五味委員。 

○委員（五味武彦君） 前に私も社協の幹事か何かやっていたんですけれども、４年間ぐらい

やったんだけれども、そのときにちらちらと聞いたのが人件費なんですよ。はっきり言って、

市の職員さんと社協職員さん１割から２割違うんですよ。具体的な金額は言えません。だけ

れども、明らかに少ないということはわかる。なおかつ、係長クラスのここのところ何年か

の間に、みんな自分で別の職へ行ったりとか、要するに離れちゃうわけですよ。その具体部

分でやっぱりこの人件費ももちろんそうなんですが、そのほかの待遇面も１回比較して、じ

ゃ甲斐市の職員がどうなのか、じゃ社協の職員の給料はどうなのか、ほかの福利厚生はどう

なのかとか１回調べる必要もあるし。 

  それからもう１つ。この間も一般質問でやったんだけれども、介護ボランティア。あれも、

やっぱり保育園のほうに行ったときには、何しろそういう事業をどんと任せるんではなくて、

市の職員と社協が一緒になってやっぱりやるべき問題でしょうと。ただ、任せるものは任せ

るけれども、ある程度の事業については全てかかわっていくような体制が必要じゃないかと。

これが協力体制じゃないかなということは言いました。 

  だから、やっぱりこういったものは考えてあげないと、福祉の問題ですから、みんなもう

言ってみれば好きでなきゃできないという人だっているわけですよ。それに報いる部分が考

えてあげる必要がこれは必須な問題ではないかなというふうに私は思います。 
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  この間、何か５カ年計画ですか、社協の説明がありました。あれは、指標であってあのと

きも説明したんですが、人件費がどうなっているのと言ったときがあったんですけれども、

ちょっとその辺ざっと終わっちゃった部分があるし。 

  もう１つは、またちょっと話飛ぶんですけれども、河口湖かどこかは社協の会長を町長か

誰かがやっているんだよね、違ったっけ。それはわからないか。民間使うのかちょっとわか

らないけれども、結構行政とコンタクトにやっているということもありますし、１回やっぱ

りこれ調べて、それから向上するような方向をとる提言としてはいいことだと私は思います。 

○委員長（小澤重則君） ほかにございますか。 

  松井委員。 

○委員（松井 豊君） 給与が安いということは聞いているし、それなりの資格も持っている

と思いますし、ただ、昇任昇格なのかがどうなっているのか、そういう規格もよくわからな

い。やっぱり、全体職員と比較してもここくらいはいいとはならんとあるけれども、我々も

持っていないといけないなというのは感じていますけれども。基本的にはやっぱりいいと思

います。 

○委員長（小澤重則君） ありがとうございました。 

  今のご意見、お二人のを伺いますと提言には賛成だ。ただ、厚生環境常任委員会でも担当

でございますので、その辺を調べて委員会の中でもむことも考えていかなきゃならないと思

いますので、またそれは検討していきたいと思います。 

  この提言については賛成ということですね。 

〔「委員長、いいですか」と呼ぶ者あり〕 

○委員（五味武彦君） 予算的な問題というのはなかなか、まだ１年２年だけでできる問題じ

ゃないけれども、まずは調査研究という部分がやっぱり必要になってくるのかな。現実に向

けての調査です。 

○委員長（小澤重則君） わかりました。 

  ほかにございますか。 

〔「委員長」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（小澤重則君） 金丸委員。 

○委員（金丸幸司君） 先ほど内藤議員が言った人材の確保という問題になってくる。国でも

認知症とかやっぱりそういう専門は社協に頼らざるを得ないという状況が、やっぱり今後考

えられるというふうにも言われています。 
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  それと、さっき言った財源がどこまでという部分もあわせたほうが、これは五味委員が言

ったように、介護ボランティアのほうも一緒に、病院のほうもそういう方々もふやしていか

ないと、社協ばかりしんどくなって、やっぱりそういったボランティアの方々の報酬も一緒

になって考えていただきたいなというのが１つ。これ自体には私は賛成です。 

○委員長（小澤重則君） ほかにございますか。 

  五味委員。 

○委員（五味武彦君） 助成事業ですから予算取りですから、そういう検討をするのが予算に

つくのかどうか私はわかりませんけれども、あくまで当初は予算をふやせと、補助金を出せ

ということでいいと思います。 

○委員長（小澤重則君） 予算への要望ですか。 

○委員（五味武彦君） 要望ということで、そういうことです。 

○委員長（小澤重則君） それでは、意見も出たようでございますので、今の３つの要望に対

して２つに絞り込む作業に入りたいと思います。 

  どういたしましょう。賛成の者に挙手していただきましょうか。３つの中から２つ。 

○委員（斉藤芳夫君） 意見いいですか。 

○委員長（小澤重則君） 斉藤委員。 

○委員（斉藤芳夫君） 委員長、今の介護保険負担軽減サービス、これ意味は非常によくわか

るんだけれども、認定抑制がないよう、また、要支援のサービス低下がないように行政側に

事業の努力をしてもらいたいと。最低でも現状を維持してもらいたいというのが、具体的に

例えば、事業予算という部分にどういう項目でどういうふうにお金をつけろということを言

っているのかがちょっと具体的に見えない。 

  確かに、総枠たくさんあればなんでもできるということは事実。だけれども、その総額が

限られている中で、じゃどこを節約してどれに向けてということも考えなければいけないと

いう話の中で、今、役所に事業そのものにサービス低下がないように事業を求めるというふ

うに努力してほしいということは、予算というふうにするという場合にどういうふうに考え

ればいいのかねというのをちょっと。 

  前回まで幾らついていたから、これではやっぱりどこにどういうふうにあって、こういう

ふうだったんで、だからこの部分についてここを厚めにして、どこかを節約してとかという

そういう具体的なことを考えなきゃいけない。あるいはそういうことを考えてほしいという

ふうに要望出すんであれば、ある程度の意味はわかるんだけれども、やっぱりこれ、28年
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度の当初予算に具体的に何をしてほしいかという部分でちょっとインパクトが弱いという感

じがするんだよね。 

○委員長（小澤重則君） 松井委員。 

○委員（松井 豊君） 少し実態を調査した上で、こういった点が落ちてきたんじゃないかと

かそういうところまで研究は必要だね。ただ、この間市長の質問の中で、北杜市で現にそう

やって切り出しがやられていると、これ本当は予算絡みですよね。そういうこともあるのか

なと、うちではそんなことはしていないだろうと言ってくれたという程度の私の質問だった。

○委員長（小澤重則君） 内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） 今、向こうで感じていることだけれども、やっぱり決算を踏まえた中

でどうしたいか、どういうところがちょっと弱いと、持ち帰って予算をつけて、要するに低

下をしないのか、もっとよくなるのかというところに具体的にやっぱりやらないと、何か受

けたところでも低下しないように目指すんだけれども、どこをどういうふうに低下しないよ

うにするんだという部分が見えてこないと、訴える部分としてはちょっと弱いかな。 

○委員長（小澤重則君） 斉藤委員。 

○委員（斉藤芳夫君） 今の話だと予算だけじゃないという感じもするわけね。例えば、担当

部署の人材。人事異動に絡んで例えばの話、能力のある人がよその部署にいたら異動させる

だとか、そういうことだって一つの方法なわけであって、予算そのものというふうな部分と

は現実的な内容がこれちょっと違うという感じがする。 

○委員長（小澤重則君） 松井委員。 

○委員（松井 豊君） 予算という意味でいくと（２）にある町の独自性を発揮していただき

たいということで、介護保険をふやしてほしいという意味合いになってくるんですかね。 

○委員長（小澤重則君） 斉藤委員。 

○委員（斉藤芳夫君） 松井委員のやつは、あくまで一般質問とかそれから常任委員会でその

辺でも追求していくということでいいんじゃないですか。私は２番と３番、もし２本とする

んであれば、２番目、３番目という形でまとめていただければありがたいなということです。 

  以上です。 

○委員長（小澤重則君） 松井委員、どうでしょうか。 

○委員（松井 豊君） じゃ、いいですよ。もう少し検討して。 

○委員長（小澤重則君） よろしいですか。 

○委員（松井 豊君） はい。 
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○委員長（小澤重則君） それでは、一応お諮りいたします。戻ります。 

  では、松井委員からのは取り下げていただけるということで、また検討して出すというこ

とでございますので、２つの要望に絞ります。 

  斉藤委員より出されております将来のごみ処理事業に関する研究、検討費用の予算づけに

ついてをお諮りいたします。別紙要望書により提出することにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（小澤重則君） 異議なしと認めます。 

  よって、将来のごみ処理事業に関する研究、検討費用の予算づけについては、別紙要望書

のとおり提出することに決定いたしました。 

  続きまして、内藤委員から出されております社会福祉協議会職員人件費補助金についてお

諮りいたします。別紙要望書により提出することにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（小澤重則君） 異議なしと認めます。 

  よって、社会福祉協議会職員人件費補助金については、別紙要望書のとおり提出すること

に決定いたしました。 

  次に、次第４、その他に移ります。 

  委員の皆様から何かありましたらお願いします。 

  松井委員。 

○委員（松井 豊君） 今の最後の社協の件ですが、社協の給与改定を僕らがやるというのは、

社協から給与表みたいなものはあったんですよね。そういうのも参考に出してもらったりし

て、ここでこうするとかそういった説明がないと全然、役場としても僕もそういうふうにや

ってきたんで大体わかりますし。社協のは全くわからない。そういう資料は提供はしてもら

いたいなと思います。厚生常任委員会がその辺を調べるようなことがあるということをまた

出しておきますので、またお願いします。 

○委員長（小澤重則君） ほかにございますか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（小澤重則君） なければ、次に事務局からあります。 

  石原書記。 

○書記（石原大助君） 今後の予定ですけれども、10月15日の木曜日、午前11時からの市民

と議会の対話集会の吉沢地区のリハーサルを行いますので、敷島地区、双葉地区の議員さん
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の出席をお願いします。10月15日木曜日、午前11時です。 

  あと、その日に午後１時30分から、今まとめていただいた要望書にして決算審査特別委

員会を開催します。午後１時30分です。 

  決算審査特別委員会終了後に全員協議会を開催します。内容につきましては、第２次統合

計画と総合戦略についてということで開催いたします。 

  全員協議会終了後、議会運営委員会を開催します。内容につきましては、第４回定例会と

あと臨時会の日程についてということで、いずれも10月15日の木曜日、一日になりますけ

れども、よろしくお願いいたします。あとは…… 

〔「15日は午前11時ですか」と呼ぶ者あり〕 

○書記（石原大助君） 11時に市民と議会の対話集会リハーサルです。それで、１時30分に

決算審査特別委員会です。決算審査特別委員会終了後に全員協議会、全員協議会終了後に議

会運営委員会。 

○委員長（小澤重則君） 松井さん、招集通知が全部入っている。 

○委員（松井 豊君） 全協だけないな。全協もあるよな。 

○書記（石原大助君） あと、次回の厚生環境常任委員会の予定ですけれども、11月４日水

曜日、午前10時から厚生環境常任委員会を開催します。午後１時30分から意見交換会とい

うことで、主任児童委員さんと意見交換会を行います。午後１時30分。 

〔「これは10時」と呼ぶ者あり〕 

○書記（石原大助君） 10時に厚生環境常任委員会を開催して、午後１時30分に意見交換会。

いずれも一日になりますので、よろしくお願いいたします。 

  以上でございます。 

〔「委員長、ちょっと質問いいですか」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（小澤重則君） 五味委員。 

○委員（五味武彦君） 今、石原さんから話があったんだけれども、さっき言った去年出した

予算要望書に係る検証とか、この辺の項目はこのときに入るのかね、決算のときに。去年こ

ういうものを出したけれども、これがよかったとかそういう統括はやってもらえるというこ

とですか。 

○委員長（小澤重則君） 決算審査特別委員会の意見として、言っていただければ結構です。

それとも、厚生環境常任委員会から要望しますか。 

○委員（内藤久歳君） それならあれじゃない。それはこの決算審査特別委員会の中で意見と
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して言って、そのことを今後どうしていくかということは全協の中で決めればいい。 

○委員（小澤重則君） 決算審査特別委員会の中で意見を出していただいて、これから決め方

なんかを検討していくよう、意見として言っていただければいいです。 

○委員（五味武彦君） ちょっといまいちわからないんだけれども。 

  まず、去年がどうだったのかそれを調べた上で、ことしはこういう予算要望を出しますよ

というのが順序かなと思うんですが、どうなんですかね。 

○委員長（小澤重則君） それは先ほど言ったように、それを言い出すとまた元に戻っちゃい

ますから、全体の会議の中でそういう要望をしていただいて、次からはこういうことにして

いただきたいとか。 

  石原書記。 

○書記（石原大助君） あくまで、決算を受けて28年度に要望するじゃないですか。そうす

ると、28年の予算で３月に出てくるじゃないですか。そのときに、予算審査特別委員会と

いうのがあって、やっぱりそこでするべきなのかなと思うんですけれども、組織が全く違う

ので、本当は決算のほうで受けて、決算でどうかというのを審議すればいいんですけれども、

今回は要望でもうここで終わってしまうということで、予算審査特別委員会の中で決算の委

員会で出したものであるけれども、予算審査特別委員会の中で要望は出したけれども、どう

なっているという検証が、そっちのほうで必要かと思います。 

  後で検証しても予算をもうとってしまうので、予算審査特別委員会の中で今回こういう要

望したけれども、通っていなければ議会としてこういう要望を出しているけれども、どうな

っているんだというところがそこで確かめるのがいいのではないかと。 

  昨年度の検証項ということも、厚生環境常任委員会の意見が出ますので、委員長報告の中

で今回その２件が要望となっていますということと、あと、この検証については継続してい

くのか、新規のやつをやるのかということは、委員長報告の中で委員長からしていただくと

いうことで。 

〔「わかりました」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（小澤重則君） 以上をもちまして、本日の日程は全て終了いたしました。 

  これをもちまして、厚生環境常任委員会を閉会いたします。 

  ご苦労さまでした。 

 

閉会 午前１０時４３分 


